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SPECIAL
特
集

あ
そ
び
で
育
つ
※【
に
じ
も
こ
】
を
設
立

　
　
　
　
　

目
標
と
目
的
で
意
気
投
合
！

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
に
じ
も
こ
の
活
動

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下　

今
年
3
月
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
4
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
に
、

御
薗
宇
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
中

さ
ん
か
ら
高
校
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
、「
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー

ム
×
運
動
遊
び
」
を
子
ど
も
が
主
体

と
な
っ
て
行
い
、
好
き
な
遊
び
を
通

し
て
自
分
の
〝
得
意
・
強
み
〞
を
発

見
で
き
る
、
子
ど
も
の
た
め
の
平
日

の
居
場
所
で
す
。

蔵
田　

ど
ん
な
遊
び
を
選
ん
だ
か
、

ま
た
、
よ
く
使
っ
て
い
る
体
の
部
位

や
使
い
方
を
観
察
し
、
う
ま
く
使
え

て
い
な
い
部
分
へ
意
識
が
向
く
よ
う

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
。
で
き
な
い
、

や
ら
な
い
、
苦
手
な
理
由
を
、
体
の

使
い
方
か
ら
探
し
て
い
く
。
た
だ
そ

の
部
分
を
使
え
る
よ
う
に
訓
練
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
本
来
や
り

た
い
こ
と
、
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と

を
一
番
に
考
え
た
上
で
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
に
対
す
る
思
い
（
目
標
）

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下　

遊
び
を
通
し
て
楽
し
み
な
が

ら
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
で
す
。
好
き
な
こ
と
、
得
意

な
こ
と
を
知
る
こ
と
で
自
信
が
持
て
、

そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に

繋
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
に
じ
も

こ
で
過
ご
す
時
間
は
、
自
分
を
思
い

切
り
表
現
で
き
る
場
に
な
り
、
充
実

感
や
達
成
感
、
爽
快
感
を
感
じ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

蔵
田　

不
得
意
な
部
分
に
注
目
す
る

岩崎議員、落海議員が聴く

遊びを通して子どもたちの
生きる力を育む

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　子育てには様々な悩みがあります。発育の
遅れ、友だちと遊ぶのが苦手、学校を休みが
ちなど。親だけで抱え込んでしまいがちな子
どもへの心配事は、子どもの居場所作りをし
ている専門スタッフにおまかせ！「アナログ
ゲーム × 運動遊び」で子どもの強みを発見す
る、あそびで育つ【にじもこ】の蔵田さんと
山下さんに活動内容を伺いました。

プロフィール

※にじもこ　　  蔵田さんが所属する『発育発達レインボースタジオ』の『虹』（レインボー）と、山下さんが所属
する『はぐくむmocomoco』の『もこ』がタッグを組んで、お互いの強みを活かして、子どもた
ちの生きる力・自らの力で一歩踏み出すことを全力で応援したい！という想いに由来しています。

あそびで育つ【にじもこ】
発育発達トレーナー　蔵田　美恵さん

あそびで育つ【にじもこ】
保育士　山下　久美恵さん
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の
で
な
く
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し

合
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
で
い
い
ん
だ

よ
と
思
え
る
心
に
育
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

体
と
心
っ
て
大
事
な
ん
だ
、
と
い
う

こ
と
を
発
信
し
た
い
。
関
わ
る
大

人
の
中
に
も
こ
の
考
え
方
が
浸
透

し
、
活
動
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
昔
と
今
で
は
環
境
も
違
う
の

で
、
私
た
ち
も
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が

必
要
で
す
。今
、保
育
現
場
で
は
、『
自

主
的
に
学
び
を
取
り
に
行
く
と
い
う

と
こ
ろ
が
す
ご
く
大
事
』
と
い
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
子
ど
も
か
ら
教
わ
っ
て
い
る

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
ぶ
と
い
う

の
も
、
私
た
ち
親
世
代
に
も
必
要
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
の
中
で
の
社
会
課
題
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下　

子
ど
も
が
何
を
感
じ
、
考
え
、

ど
う
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
、
見
守
り
な
が
ら
思
い
を
聞
い
た

り
対
話
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
大
人
が
思
う「
当
た
り
前
」は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
「
な
ぜ
、
ど
う
し

て
？
」
と
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
多
様
な
子
ど
も
た
ち

の
個
性
を
受
け
入
れ
、
子
ど
も
を
み

ん
な
で
育
て
て
い
く
と
い
う
温
か
な

社
会
で
あ
り
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

蔵
田　

全
国
的
に
不
登
校
や
発
達
障

害
（
特
に
※
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
学
習
障
害
）

の
お
子
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
関
し
て
は
、
幼
少
期
の
環
境
の

変
化
に
よ
り
体
を
動
か
す
機
会
が

減
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

行
政
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

山
下　

参
加
費
を
い
た
だ
か
な
い
と

来
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

私
達
の
活
動
を
本
当
に
必
要
な
子
に

ち
ゃ
ん
と
届
け
た
い
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
や
学
校
と
連
携
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
市
に
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

蔵
田　

市
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
と
も
連
携
が
取
れ
れ

ば
も
っ
と
救
わ
れ
る
人
も
い
る
の
で
は
、

だ
か
ら
寄
り
合
え
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
や
っ
て

い
る
活
動
の
本
当
の
狙
い
、
そ
こ
が
つ

ぶ
れ
な
い
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①　取材風景
②　アナログゲーム「レシピ」
③　運動あそび
　　「カラダを立て直す力を育む」
④　アナログゲーム「スティッキー」
⑤　アナログゲーム「インパクト」
⑥　運動あそび「足の動き」
⑦　アナログゲーム「スティッキー」
⑧　運動あそび「バランスを取る」

❶

❷

❹

❸

❺ ❻ ❼ ❽

※ＡＤＨＤ　　「不注意」と「多動・衝動性」を主な特徴とする発達障害の概念のひとつ。
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令和４年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和４年６月６日～６月23日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…４件　●予算案…２件　●承認案…３件　●同意案…２件

●諮問…１件　●その他…６件　●議員提出議案…１件　●議長発議…２件

（　●全会一致可決…19件　●賛成多数可決…２件　）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創生会 創志会 市民クラブ 令和会 公明党
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

大
下　

博
隆

重
光　

秋
治

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

落
海　

直
哉

鈴
木　

利
宏

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

石
原　

賢
治

承認案第86号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第101号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

【表決が分かれた議案名】
承認案第８６号　専決処分の承認について

議案第１０１号　東広島市国民健康保険税条例の一部改正について

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和４年第２回定例会　議案の概要

○
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
三
葉
ポ
ン
プ

◎
議
案
第
94
号

○
購
入
す
る
車
両

　  

東
広
島
消
防
署
に
配
備
す
る
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
1
台

○
取
得
価
格

　
3
4
9
8
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　
赤
防
株
式
会
社

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　
議
案
第
92
号
に
つ
い
て
、
分
団
の

ど
の
地
区
へ
車
両
を
配
備
す
る
の
か
。

Ａ 

　
上
黒
瀬
分
団
は
岩い
わ
や谷
地
区
に
、
中

黒
瀬
分
団
は
黒
瀬
支
所
内
の
格
納
庫

に
、
早
田
原
南
分
団
は
旧
小
松
原
小

学
校
東
側
の
格
納
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
配

備
す
る
。

　
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
少
人
数

学
級
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
引
き
上

げ
に
関
す
る
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
し
ま
す
。

◎
議
案
第
92
号

○
購
入
す
る
車
両

　  

東
広
島
市
消
防
団
黒
瀬
方
面
隊
上
黒

瀬
分
団
、
中
黒
瀬
分
団
、
安
芸
津
方
面

隊
早は
や
た
ば
ら

田
原
南
分
団
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
す

る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
3
台

○
取
得
価
格

　
2
4
2
7
万
4
8
0
0
円

○
契
約
の
相
手
方

　
中
下
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

◎
議
案
第
93
号

○
購
入
す
る
車
両

　  

東
広
島
消
防
署
西
分
署
に
配
備
す
る

13
メ
ー
ト
ル
ブ
ー
ム
付
多
目
的
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
1
台

○
取
得
価
格

　
1
億
5
6
0
万
円

〈
議
員
提
出
議
案
第
2
号
〉

国
会
・
政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
す

〈
議
案
第
92
〜
94
号
〉

消
防
用
車
両
を
購
入
し
ま
す

意見書の抜粋
　令和３年３月の法改正により、公立小学校の学級編制標準が段階的に35人に
引き下げられる。今後、小学校だけにとどまるのではなく、中学校及び高等学
校等での35人学級の早期実施が必要であり、きめ細かな教育をするためにはさ
らなる学級編制標準の引き下げが不可欠である。
　また、学校現場では、貧困、いじめ及び不登校等、解決すべき課題が山積して
おり、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究及び授業準備の時
間を十分に確保することが困難な状況になっている。ゆたかな学び及び学校に
おける働き方改革実現のためには、加配教員の増員及び少数職種の配置増等、
教職員定数改善も不可欠である。
　よって国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、
地方自治体が計画的に教育行政を推進することが出来るよう、次項の措置を講
じられるよう強く要請する。

１　  中学校及び高等学校等での35人学級を早期に実施すること。またさらな
る少人数学級についても検討すること。

２　  学校の働き方改革及び子どもたちのゆたかな学びを実現するため、加配教
員の増員及び少数職種の配置増等教職員定数の改善を推進すること。

３　  自治体で国の基準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施が出来る
よう加配定数の削減は行わないこと。

４　  教育の機会均等と水準向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育
費国庫負担制度の国負担割合を引き上げること。

○送付先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣
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※ディスカバー東広島　　  本市観光振興の舵取り役として本年３月に観光庁より登録DMO（観光地域づくり法人）の認定を受けた官民組織。
　総花的施策　　総員まんべんなく恩恵や注目が行き届くことを期する施策の意味。
　ノウフクＪＡＳ　　  障害者が生産行程に携わった食品の農林規格の意味。本来規格とは均一的、効率的であることを求めるが、ノ

ウフクJASは社会的価値をブランドにしている。

本
市
の
地
域
特
性
、
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興
！

質　

問

　

本
市
の
民
間
を
含
め
た
観
光
資
源
が

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
の
認
識
や
、

観
光
振
興
を
担
う
※
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東

広
島
の
活
動
状
況
・
今
後
の
方
向
性
を

問
い
、
本
市
観
光
産
業
の
育
成
の
課
題

点
や
地
域
賑
わ
い
創
出
な
ど
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
観
光
資
源
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
十
分
活
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東
広
島
を
中
心
に
魅
力

的
な
観
光
地
域
づ
く
り
や
観
光
産
業
の

育
成
強
化
等
、
本
市
な
ら
で
は
の
価
値

や
賑
わ
い
の
創
出
を
推
進
す
る
。

多
様
な
主
体
の
農
業
参
画
と

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
！

質　

問

　

農
業
に
対
し
※
総
花
的
施
策
だ
け
で

な
く
、
企
業
の
参
入
、
※
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ

Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
農
福
連
携
な
ど
、
特

性
、
個
性
を
活
か
し
た
多
様
な
主
体
の

支
援
や
、
農
林
水
産
物
生
産
、
食
品
消

費
の
動
向
を
調
査
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

農
業
参
入
企
業
の
誘
致
や
農
福
連
携

の
推
進
、
新
規
就
農
な
ど
多
様
な
主
体

の
農
業
参
画
を
促
進
し
、
本
市
の
農
林

水
産
物
生
産
状
況
や
食
品
な
ど
の
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
調
査
・
把
握
し
、
付
加
価

値
を
高
め
た
商
品
の
形
成
に
結
び
付
け
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
。

一 般 質 問

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■本市の地域特性・資源を活か
し、独自の魅力を価値として
高めるには！

■住環境の整備・保全

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一般質問の
動画はコチラ

※地域別アクションプログラム　　  第五次東広島市総合計画における「地域別計画」に定めた各地域の将来像の実現に向け、その目
指す方向性を市内９つの町単位でわかりやすく示すことを目的に、令和４年３月に作成したもの。

生
涯
学
習
を
支
え
る

「
仕
組
み
」
の
充
実
を

質　

問

　

か
つ
て
生
涯
学
習
の
先
進
地
で
あ
っ

た
本
市
も
、
現
在
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
。
た
だ
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
は
、

市
全
体
が
「
学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と

な
る
環
境
づ
く
り
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

生
涯
学
習
へ
の
本
市
の
考
え
方
と
、
学

習
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
を
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
お
聞
き
す
る
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　
※
地
域
別
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
行
動

計
画
を
策
定
す
る
。
学
び
の
拠
点
づ
く

り
と
し
て
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

学
校
を
中
心
と
し
た
様
々
な
場
を
活
動

拠
点
に
す
る
。
学
校
教
育
と
生
涯
学
習

が
人
づ
く
り
を
支
え
る
両
輪
と
な
る
べ

く
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

減
り
続
け
る
消
防
団
員
、

打
つ
手
は
あ
る
の
か

質　

問

　

慢
性
的
に
団
員
の
不
足
が
解
消
さ
れ

な
い
ま
ま
、
団
員
の
生
活
パ
タ
ー
ン
が

多
様
化
し
、
い
ざ
と
い
う
場
合
の
招
集

に
も
工
夫
を
加
え
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
消
防
団
に
対

す
る
基
本
的
考
え
方
と
、
消
防
団
活
動

を
支
え
る
Ｏ
Ｂ
団
員
の
組
織
化
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

弓
場
消
防
局
長

　

消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核
と

し
て
将
来
に
わ
た
り
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
。
現
在
、
課
題
解
決

に
向
け
協
議
を
進
め
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
団

員
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ
る
。

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市の生涯学習について
■東広島市消防団の課題対応に
ついて
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一 般 質 問

※ＬＧＢＴＱ　　  「性的少数者」を表す言葉の総称で、「レズビアン（女性同性愛者）」、「ゲイ（男性同性愛者）」、「バイセクシュアル（両
性愛者）」、「トランスジェンダー（性別越境、性別違和）」「クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決め
られない、分からない、または決めない人）」の頭文字をとって組み合わせた言葉。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
う
社
会
の

実
現
へ
向
け
、
※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
支
援
す
る

取
組
み
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、「
や
さ
し
い
未
来
都
市
」
を
目
指

す
本
市
と
し
て
は
、
性
の
多
様
性
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

宣
誓
し
た
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

発
生
す
る
課
題
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

育
休
退
園
の
改
善
に
つ
い
て

質　

問

　

保
護
者
が
育
児
休
業
中
、
既
に
保
育

所
等
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
を
退
所
さ

せ
る
、
育
休
退
園
の
改
善
に
つ
い
て
伺

う
。答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

2
歳
児
ま
で
は
、
保
護
者
が
育
児
休

業
を
取
得
さ
れ
る
場
合
、
や
む
を
得
ず

退
園
を
お
願
い
し
て
い
る
。
一
方
、
3

歳
児
は
小
学
校
入
学
ま
で
に
保
護
者
が

復
職
す
る
場
合
は
入
所
を
継
続
で
き
、

4
歳
児
及
び
5
歳
児
は
無
条
件
で
入
所

を
継
続
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
保
育
士
及
び
受
け
皿
の

確
保
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
一
時
保
育
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
子

育
て
支
援
に
努
め
て
い
く
。

公
共
交
通
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
公
共
交
通
事
業
者
の
経

営
の
厳
し
さ
に
拍
車
が
か
か
る
中
、
全

国
各
地
で
新
た
に
始
ま
っ
て
い
る
公
共

交
通
施
策
に
つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
、

対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
ク
ル
マ

中
心
の
社
会
に
お
い
て
公
共
交
通
空
白

地
域
の
解
消
に
取
り
組
む
に
は
課
題
が

多
い
。
市
は
こ
の
課
題
克
服
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答　

弁
／
惣
引
地
域
振
興
部
長

　

国
の
新
た
な
補
助
制
度
の
議
論
な
ど

先
行
的
に
進
む
対
策
を
適
確
に
捉
え
た

上
で
、
広
域
路
線
の
課
題
に
広
島
県
及

び
関
係
団
体
と
連
携
し
、
東
広
島
市
地

域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
将
来
の
持

続
可
能
な
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て

協
議
を
進
め
る
。
公
共
交
通
空
白
地
域

解
消
に
向
け
て
は
様
々
な
優
遇
措
置
な

ど
も
含
む
新
た
な
手
法
を
考
え
る
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
各
事
業

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
「
全
体
最
適
」

を
目
指
す
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
水
準
を
目
指
す
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
事
業
内
容
を
決
定
し
て
い

る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

2030
年
の
目
指
す
姿
で
あ
る
「
選
ば
れ

る
都
市
」
に
向
け
て
、
議
論
を
重
ね
な

が
ら
事
業
を
選
定
し
、
決
算
時
期
に
は

貢
献
度
、
寄
与
度
等
を
検
証
し
、
予
算

及
び
時
間
的
な
制
約
の
下
に
お
い
て
も

事
業
の
全
体
最
適
を
目
指
し
て
い
く
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の推
進について

■公共交通施策推進について

一般質問の
動画はコチラ

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■本市のパートナーシップ・
ファミリーシップ宣誓制度に
ついて

■ひきこもりの支援について
■育休退園の改善について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※50戸連たん制度　　  市街化区域から一定距離内にある50戸以上の建築物が連たんした既存集落で、一定の基盤施設の充足がある
区域において、立地基準を緩和し、審査事務を簡素化する制度。

　逆線引き　　市街化区域内の土砂災害特別警戒区域を市街化調整区域へ編入すること。

東
広
島
市
の
有
効
な

土
地
利
用
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
4
年
3
月
に
第
3
次
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
10
年
前

に
策
定
さ
れ
た
第
2
次
の
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
現
状

を
伺
う
。

　

ま
た
市
街
化
調
整
区
域
で
特
例
的
に

開
発
や
建
設
を
認
め
る
※
50
戸
連
た
ん

制
度
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
人
口
増
加
や
事
業
者
の
進
出

に
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
お
り
、
概
ね

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た

50
戸
連
た
ん
制
度
は
、
今
年
度
、
許
可

可
能
エ
リ
ア
の
明
確
化
を
行
い
、「
※
逆

線
引
き
」
に
も
着
手
し
、
運
用
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
す
る

中
、
農
業
資
材
に
お
い
て
、
特
に
生
産

に
欠
か
せ
な
い
肥
料
等
の
高
騰
が
離
農

に
拍
車
を
か
け
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
認
識
と
支
援
に
つ
い

て
の
市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

肥
料
等
の
価
格
は
今
後
も
高
水
準
で

推
移
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
農
業
経
営

者
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
と
市
と
し

て
も
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
た
う
え
で
、
状
況

に
応
じ
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。

空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
現
在
、
空
き
家
解
体
補

助
金
制
度
を
創
設
し
、
施
策
を
推
進
さ

れ
て
い
る
。
空
き
家
等
の
改
善
な
ど
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な

取
組
み
と
な
る
が
、
そ
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁
／
竹
江
都
市
部
長

　

令
和
3
年
度
末
時
点
で
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
か
ら
成
約
に
至
っ
た
件
数
が

73
件
、
除
去
に
活
用
さ
れ
た
補
助
の
実

績
は
44
件
と
な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ
て

117
件
の
空
き
家
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
実
情
に
即
し
た
新
た
な
取
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

所
有
者
不
明
土
地
問
題
に

つ
い
て

質　

問

　

所
有
者
が
分
か
ら
な
い
土
地
を
地
域

の
た
め
に
活
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

今
年
4
月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
所
有
者
不
明
土
地

は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、

そ
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

所
有
者
不
明
土
地
は
約
1
4
0
0
0

筆
、
約
6
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
ケ
ー
ス

と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
公
共
事
業
を
進
め
る
う
え

で
、
有
効
な
事
業
手
法
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
国
等
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■空家対策事業について
■特定空家等について
■所有者不明土地問題について
■環境美化及び保護事業につい
て

■本市の放置自転車対策につい
て

一般質問の
動画はコチラ

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■「選ばれる都市」東広島市の
有効な土地利用について

■農業施策について
■消防団員の確保について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※救急医療体制　　  初期救急（一次救急）とは軽症患者（帰宅可能患者）に対する救急医療、二次救急とは重症患者（一般病棟入院患者）
に対する救急医療、三次救急とは重篤患者（集中治療室入院患者）に対する救急医療。

　ヤングケアラー　　本ページ上段※をご参照ください。 

※ヤングケアラー　　通学や仕事をしながら、家族の介護や世話をしている18歳未満の子どものこと。
　ＧＩＧＡスクール構想　　  義務教育を受ける児童生徒に１人１台の学習用端末と高速ネットワーク環境を一体的に整備することで、

最適な学びを実現していく構想。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
及
び
子
育
て
支
援

質　

問

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
ら
し
く
過
ご
せ
る
権
利
」
や
「
教

育
を
受
け
る
権
利
」
が
侵
害
さ
れ
る
こ

と
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市

に
お
け
る
早
期
の
実
態
把
握
や
効
果
的

支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か

伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

今
年
度
、
広
島
大
学
と
の
共
同
研
究

の
中
で
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
個
々
の
家

庭
の
状
況
に
よ
り
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

個
別
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
支
援
に
つ
い
て
早
急
に

検
討
す
る
。

本
市
※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
取
組
み
に
つ
い
て

質　

問

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に

向
け
て
、
小
中
学
校
で
は
、
様
々
な
実

践
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
が
進
む
に
つ
れ
、
間
違
っ
た

使
い
方
や
思
い
が
け
な
い
事
故
、
ト
ラ

ブ
ル
等
の
心
配
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
と

そ
の
対
処
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

家
庭
に
お
い
て
サ
イ
ト
や
動
画
を
際

限
な
く
見
る
、
児
童
生
徒
間
で
チ
ャ
ッ

ト
を
行
う
と
い
っ
た
事
案
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
い
て

事
実
確
認
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
制
限
を
行
っ
た
。

東
広
島
市
※
救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て

質　

問

　
「
東
広
島
市
救
急
医
療
体
制
に
関
す

る
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
7
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
ど
の
様
に
計
画
が

進
捗
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
計
画
で
は
、
救
急
の
区
分
ご
と
に

目
標
と
施
策
の
方
針
を
示
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

効
果
的
か
つ
質
の
高
い
救
急
医
療
体
制

を
目
指
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
三
次

救
急
医
療
機
関
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送

や
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

一
部
の
三
次
救
急
事
案
に
も
対
応
で
き

る
体
制
、
い
わ
ゆ
る
2.5
次
救
急
医
療
体

制
と
し
て
の
機
能
充
実
に
向
け
た
取
組

み
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

質　

問

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
広
島

大
学
と
の
共
同
研
究
を
行
い
、
支
援
す

る
際
の
課
題
抽
出
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

大
学
生
に
対
し
て
は
過
去
、
現
在
に

お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
だ
っ
た
か
の
調
査
を
、
福
祉

関
係
者
へ
は
介
護
等
の
実
態
の
調
査
を

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
調
査
結

果
を
分
析
し
て
、
当
事
者
家
族
の
実
態

や
生
活
課
題
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
要
因

や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
早
急
に

望
ま
し
い
支
援
体
制
を
検
討
す
る
。

一 般 質 問

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■東広島市の医療について
■地域共生の実現に向けた取り
組みについて

一般質問の
動画はコチラ

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■本市における子ども子育て支
援について

■東広島市GIGAスクール構想
の取組について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ネウボラ　　  フィンランドで制度化されている妊娠・出産・子育てに関する支援施設のこと。フィンランド語で「アドバイスする場所」
という意味で、妊娠、出産から就学前までの育児を切れ目なく継続的に支援するのが特長。

水
道
の
広
域
化
よ
り
も

井
戸
枯
れ
に
対
応
し
て
！

質　

問

　

①
広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
の
準
備

が
進
ん
で
い
る
が
、
水
道
事
業
の
広
域

化
よ
り
、
独
立
採
算
制
の
方
が
よ
り
民

主
的
で
は
？

　

②
先
進
的
な
ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
廣
川
水
道
局
長

　

①
当
分
の
間
は
、
市
町
ご
と
に
区
分

経
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
独
立
採
算
を
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　

②
三
次
市
で
は
、
主
に
1
戸
か
ら
10

戸
ま
で
を
対
象
に
生
活
用
水
を
確
保
す

る
た
め
の
施
設
等
の
整
備
に
対
す
る
助

成
制
度
が
あ
る
が
、
公
益
性
が
乏
し
く
、

既
に
個
人
設
置
が
一
般
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
導
入
は
難
し
い
。

先
進
地
の
給
食
費
引
き
下

げ
を
本
市
も
採
用
し
て
！

質　

問

　

物
価
高
騰
に
よ
る
保
護
者
負
担
の
軽

減
の
た
め
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
給
食
費
の
引
き
下
げ
を
し
て

ほ
し
い
。
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
学
校
教
育
部
長

　

学
校
給
食
費
は
法
の
規
定
に
基
づ
き

保
護
者
負
担
が
原
則
で
あ
り
、
臨
時
交

付
金
の
活
用
は
、
物
価
の
高
騰
に
よ
る

保
護
者
負
担
の
引
き
上
げ
を
回
避
す
る

た
め
の
措
置
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

物
価
の
動
向
に
よ
る
影
響
度
合
い
や
、

文
部
科
学
省
の
要
請
も
踏
ま
え
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
と

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
版
※
ネ
ウ
ボ
ラ
の
充
実
、
特

に
産
後
ケ
ア
の
充
実
や
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、
待
機
児
童
等
の

「
保
育
を
希
望
し
て
い
る
が
、
保
育
所

入
所
が
保
留
と
な
っ
て
い
る
児
童
」
が

い
る
現
状
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

産
後
ケ
ア
は
、
産
婦
人
科
や
助
産
院

等
で
実
施
で
き
る
施
設
の
改
修
補
助
を

行
え
る
よ
う
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

産
後
の
授
乳
相
談
に
お
い
て
は
助
産
師

や
保
健
師
が
き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
助
成
制
度
を
国
や
県
に
対
し
て

強
く
要
望
し
て
い
る
。
待
機
児
童
等
に

つ
い
て
は
年
度
を
通
し
た
解
消
に
向
け
、

保
育
士
の
確
保
等
に
取
り
組
む
。

幼
保
・
学
校
教
育
現
場
で
の

安
全
性
に
つ
い
て

質　

問

　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
内
の

施
設
の
点
検
方
法
と
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
学
校
教
育
部
長

　

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、
毎
日
受
入

前
の
点
検
と
年
1
回
の
定
期
監
査
を
行

い
、
安
全
確
保
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

小
中
学
校
で
は
、
随
時
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
月
1
回

の
安
全
確
認
を
し
て
い
る
。

　

通
学
路
は
、
東
広
島
市
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
各
学
校

が
地
域
と
連
携
し
て
取
り
ま
と
め
た
改

善
要
望
を
基
に
、
関
係
各
所
と
と
も
に

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■本市の子育てと教育の施策に
ついて

一般質問の
動画はコチラ

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■水の確保について
■廃棄物対策の取り組みについ
て

■深刻な物価高騰から、暮らし
と営業を守ることを求めるこ
とについて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ひがしひろしまＨＯＴ（ほっと）けんステーション
　　　  誰もが、住み慣れた地域で世代や分野を超えてつながり、暮らしや生きがいを共に充実させながら、安心して暮らすことがで

きる地域共生社会を目指すため、その取組みの一つとして設置された本市の相談窓口。

※農業収入保険制度　　  原則として品目ごとでなく全ての農産物を対象に、農業者の経営努力では避けられない、自然災害による収
量減少や価格の低下などで収入が減少した場合に、その減少分の一部について広く補償する保険制度。

※
農
業
収
入
保
険
制
度
へ
の

加
入
促
進
に
向
け
て

質　

問

　

農
業
収
入
保
険
は
、
農
業
収
入
減
に

応
じ
、
補
償
が
受
け
ら
れ
る
総
合
的
な

保
険
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
一
方
、

掛
金
の
高
さ
か
ら
加
入
数
が
増
え
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
加
入
促
進
へ
向
け
、
保
険

料
補
助
が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
周

知
方
法
と
実
施
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

農
業
者
対
象
の
会
議
等
で
の
周
知
や

広
報
紙
へ
の
掲
載
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
行
う
な
ど
、
周
知
活
動
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
広
島
県
農
業
共
済
組
合
で

は
、
チ
ラ
シ
を
全
て
の
対
象
者
に
送
付

し
、
当
該
組
合
の
職
員
が
対
象
者
の
半

数
以
上
を
訪
問
し
た
結
果
、
加
入
件
数

は
昨
年
の
52
件
か
ら
、
今
年
は
約
170
件

と
大
幅
に
増
加
し
た
。

公
立
保
育
所
で
の「
ご
飯
」

の
扱
い
に
つ
い
て

質　

問

　

3
歳
以
上
児
に
お
い
て
は
主
食
を
持

参
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
毎
朝

の
用
意
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
行
っ
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
準
備
は
負
担
で
あ
る
な
ど
の
声

が
保
育
所
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
主
食

の
提
供
に
つ
い
て
は
、
調
理
室
の
改
修

や
給
食
費
の
増
額
な
ど
の
課
題
も
あ
る

た
め
、
現
場
の
実
情
も
確
認
し
な
が
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め
検
討
す
る
。

東
広
島
市
の
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
住
民
自
治
協
議
会
や
活
動
団

体
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
市
民

へ
の
浸
透
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
渋

谷
区
で
は
6
月
第
1
日
曜
日
を
「
渋
谷

お
と
な
り
サ
ン
デ
ー
」
と
し
、「
ま
ず

顔
見
知
り
を
つ
く
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
楽
し
み
な
が
ら
区
民
へ
の
意
識
の

定
着
を
図
っ
て
い
る
。
本
市
の
取
組
み

の
現
状
と
、
本
市
に
お
け
る
同
様
な
活

動
の
開
催
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

福
光
健
康
福
祉
部
長

　

全
市
域
の
取
組
み
と
し
て
は
、
地
域

共
生
推
進
本
部
を
設
置
し
、
複
合
化
・

複
雑
化
し
た
課
題
へ
の
解
決
策
の
制

度
化
な
ど
を
行
い
、
総
合
窓
口
で
あ

る
「
※
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
Ｈ
Ｏ
Ｔ
け
ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
各
相
談
窓
口
の

全
体
調
整
、
困
難
事
例
へ
の
包
括
的
な

支
援
、
地
域
圏
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。「
日
常
生
活
圏
域
」

で
は
、
10
の
エ
リ
ア
ご
と
に
担
当
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、
分
野
を
超
え
た
専
門
職
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
、
福
祉
関
係
事

業
所
や
地
域
の
企
業
等
と
の
連
携
な
ど

推
進
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
市
は
市
域
が
広
く
、
転
入
者
が
多

く
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
が
少
な
い
地

域
や
、
逆
に
付
き
合
い
が
緊
密
な
地
域

な
ど
も
あ
り
、
地
域
特
性
か
ら
課
題
も

異
な
る
。
従
前
か
ら
の
地
域
の
祭
り
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
環
境
美
化
な
ど
の
地

域
活
動
に
多
く
の
人
、
多
様
な
主
体
が

参
加
さ
れ
る
よ
う
な
企
画
や
広
報
を
検

討
し
、
活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■「渋谷おとなりサンデー」を
通して考える東広島市の地域
共生社会の実現について

一般質問の
動画はコチラ

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■東広島市農業政策について
■東広島市立保育所について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

こ
れ
で
良
い
の
か
？

交
通
安
全
施
策

質　

問

　

①
生
活
関
連
事
業
を
加
速
化
す
る
と

さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
、
交
通
安
全
施
設

の
予
算
を
大
幅
に
減
額
し
た
の
か
。
市

民
の
要
望
は
何
件
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い

対
応
で
き
、
で
き
て
い
な
い
件
数
、
事

業
費
は
い
く
ら
か
。
通
学
路
の
安
全
確

保
の
取
組
み
と
し
て
、
通
学
路
安
全
推

進
会
議
が
あ
る
が
、
こ
の
会
議
で
対
応

を
検
討
し
、
対
応
が
完
了
し
て
い
な
い

件
数
及
び
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

　

②
市
民
要
望
の
未
執
行
分
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
1
千
万
円
の
枠
で
は
、
執
行

に
11
年
か
か
る
。
毎
年
、
新
た
な
要
望

も
出
て
く
る
。
通
学
路
安
全
推
進
会
議

で
未
執
行
と
な
っ
て
い
る
件
も
含
め
、

今
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

①
道
路
の
機
能
確
保
を
優
先
し
、
必

要
性
・
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順

次
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
結
果
、

減
額
と
な
っ
た
。
交
通
安
全
施
設
の
要

望
は
125
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
執
行
済
が

55
件
、
未
執
行
が
70
件
で
、
未
執
行
分

の
事
業
費
は
1
億
1
千
百
万
円
程
度
で

あ
る
。
通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
検
討

し
た
件
数
は
278
件
、
未
執
行
が
82
件
で

あ
り
、
未
執
行
分
の
事
業
費
は
、
内
容

を
確
定
す
る
中
で
積
算
す
る
。

　

②
通
学
路
安
全
推
進
会
議
の
未
執
行

分
、
市
民
要
望
を
含
め
、
交
通
量
、
過

去
の
事
故
の
実
績
や
そ
の
内
容
、
要
望

時
期
な
ど
を
勘
案
し
、
緊
急
性
や
危
険

性
の
高
い
も
の
か
ら
1
千
万
円
の
枠
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
工
事
発
注
す
る
。

危
険
な
法
面
の
草
刈
り

市
が
行
う
べ
き

質　

問

　

環
境
美
化
の
作
業
（
草
刈
り
等
）
は

市
民
の
負
担
が
大
き
く
、
作
業
に
危
険

が
伴
う
も
の
も
あ
る
。
市
民
は
長
年
の

習
慣
や
刈
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
使
命
感
か
ら
刈
っ
て
い
る
。
熱
中
症

な
ど
死
の
危
険
も
あ
る
状
況
で
あ
る
。

団
地
の
法
面
な
ど
危
険
を
伴
う
エ
リ
ア

は
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、

市
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

地
域
が
行
う
業
務
委
託
や
、
過
重
で

危
険
な
作
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
報

償
金
制
度
で
想
定
し
て
い
る
範
囲
を
超

え
て
い
る
の
で
、
市
で
行
う
維
持
管
理

業
務
と
の
間
で
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
の
道
路
の
維
持
作
業

報
償
金
の
見
直
し
を

質　

問

　

本
市
の
維
持
作
業
報
償
金
制
度
は
30

年
以
上
見
直
さ
れ
て
い
な
い
。
三
次
市

の
人
口
は
本
市
の
4
分
の
1
、
本
市
の

財
政
規
模
は
三
次
市
の
2.5
倍
だ
が
、
報

償
金
予
算
は
本
市
が
約
2
4
0
0
万
円
、

三
次
市
は
6
0
0
0
万
円
で
あ
る
。
業

務
委
託
を
伴
う
草
刈
り
作
業
で
は
一
地

域
で
40
〜
50
万
円
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
な
ど
、

市
民
の
金
銭
的
負
担
が
大
き
い
地
域
も

あ
る
。
報
償
金
の
引
き
上
げ
で
、
負
担

を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

少
子
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
担
い
手

が
減
少
し
て
い
る
地
域
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
金
額
面
も
含
め
、
制
度

見
直
し
の
時
期
と
受
け
止
め
て
い
る
。

一 般 質 問

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■市民の暮らし優先、補助金あ
りきの事業の見直しについて

■高齢化で限界、危険な法面等
の草刈り作業について

一般質問の
動画はコチラ

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■交通安全施策について
■東広島市の指定管理者制度に
ついて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

今
後
の
子
育
て
施
策
に

対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

質　

問

　

明
石
市
は
5
つ
の
無
料
化
と
し
て
、

①
高
校
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

②
中
学
校
給
食
の
無
料
化
③
第
2
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
④
公
共
施
設
の
入

場
料
無
料
化
⑤
お
む
つ
定
期
便
0
歳
児

の
見
守
り
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

人
口
増
や
財
源
確
保
に
繋
げ
て
い
る
。

　

子
ど
も
は
東
広
島
の
未
来
で
あ
り
、

多
額
の
予
算
を
か
け
て
で
も
、
少
子
化

対
策
や
子
育
て
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
状
況
を
的

確
に
捉
え
、
解
決
す
べ
き
課
題
の
優
先

度
を
考
慮
し
つ
つ
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
注
力
し
て
い
る
明
石
市
等
の
先
進

事
例
も
研
究
し
な
が
ら
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

産
業
誘
致
及
び
立
地
の

課
題
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
発
展
に
お
い
て
、
産
業
誘
致

は
、
雇
用
・
人
口
増
・
税
収
・
経
済
等

の
面
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
地

利
用
等
、
誘
致
や
立
地
の
際
に
課
題
が

あ
る
が
、
解
決
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　

今
年
、
産
業
部
及
び
関
連
部
局
で
構

成
す
る
産
業
用
地
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
し
、
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

国
や
県
に
対
し
て
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
の
特
例
措
置
の
拡
大
等
、
規
制

緩
和
に
向
け
た
提
案
や
調
整
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
議
会
の
対
応
に
つ
い
て

　

東
広
島
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

本
会
議
や
各
委
員
会
へ
の
議
員
及
び
執

行
部
の
出
席
者
数
の
抑
制
、
傍
聴
自
粛

の
お
願
い
や
、
議
員
が
議
場
で
行
う
一

般
質
問
・
代
表
質
問
の
時
間
の
短
縮
、

行
政
視
察
・
議
会
報
告
会
・
市
民
と
議

会
の
意
見
交
換
会
の
中
止
な
ど
、
様
々

な
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
市

の
感
染
状
況
や
、
国
・
県
の
動
向
な
ど

を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
対
応
の
中
止
を

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
次
の
基
本

方
針
を
継
続
し
ま
す
。

・ 

手
洗
い
や
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
徹
底

・ 

検
温
な
ど
健
康
状
態
の
把
握
、
熱
・

咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
の
会
議

へ
の
出
席
自
粛

・ 

議
会
に
お
け
る
会
議
で
の
窓
や
ド
ア

の
開
放
な
ど
の
安
全
確
保
の
た
め
の

措
置

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
副
議
長
決
ま
る

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
副
議

長
は
1
年
で
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
で
坪
井
浩

一
副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
副

議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
玉
川
雅
彦
議
員

が
新
た
に
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■東広島市の今後の発展につい
て

一般質問の
動画はコチラ

副議長　玉川　雅彦
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「地方議会における効果的な審議手法を考
える」をテーマに議員研修を開催しました

　令和４年３月29日（火）、Web会議システム
により、神奈川大学法学部の幸田雅治教授から
オンラインでの講演をいただきました。
　条例・予算・行政計画の審議における留意事
項、政策提言の取組み、行政評価と監視機能の
発揮、パブリックコメントの活用などについて、
わかりやすく説明を受けました。

「すぐにできる情報セキュリティ対策」
をテーマに議員研修を開催しました

　令和４年６月13日（月）、映像の視聴によ
る研修を開催しました。情報の流出や事故など、
市民からの信頼を大きく損なうリスクが高まっ
ている中、情報管理に関するトラブルの大半は
人的なミスが占めている実態があります。情報
漏洩を防ぎ、情報管理の効率化につなげる具体
的な手法を学びました。

建設委員会市内行政視察を
実施しました

　令和４年４月19日（火）、水道企業団への参
加を検討するにあたり、水道局庁舎及び浄水施
設の現状について把握するため、水道局庁舎、
下竹仁浄水場、吾妻子浄水場及び三津浄水場を
視察し、執行部から浄水場の維持管理・更新計
画や、自己水源の確保について説明を受けました。

「所管事務研修会」を開催しました
（総務委員会）

　令和４年４月28日（木）、「東広島市・広島
大学Town＆Gown構想について」をテーマに、
広島大学理事・副学長の金子慎治教授からお話
を伺いました。
　広島大学と本市が全国的に先駆けて取り組ん
でいる「Town＆Gown構想」について、アリゾナ
州立大学とテンピ市、フェニックス市の事例を交え、
今後どのようなまちを目指すのか、市民にどのよ
うな恩恵があるのかなどを説明いただきました。

三津浄水場

下竹仁浄水場
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西条での暮らし
 金

キム
　娜

ナヨ ン
永（西条町）

農業の担い手支援
 森

もりもと
本　敏

としみつ
充（黒瀬町）

　私は広島大学に在学中の留学生です。

　初めて来た時はコロナで漠然としていまし

たが、１年半という時間の間、少しずつここ

での生活に慣れてきています。

　私が西条に来て一番変わったのは自転車に

乗れるようになったことです。ここに来て通

学、買い物、駅への道など、ほとんどの移動

で自転車に乗ります。

　５月の澄んでいて清涼感のある日に自転車

で走っているととても気持ちがよくなります。

私が一番好きなルートは下見街道です。

　石州瓦と田んぼの合わさった風景は東広島

特有で、とても美しいです。ただ、車がない

と西条以外の東広島に行きにくいことが少し

残念です。いつか黒瀬や八本松などいろいろ

なところも自転車で走ってみたいです。

　菊とハボタンの栽培農家として20年以上た

ちますが、最近気になることがあります。そ

れは農業の担い手対策です。少し前までは、

60歳定年制により、余力を残した人が田舎に

戻り、農業を支えていました。しかし今では

年金支給年齢が上がり、概ね65歳くらいまで

は会社勤めとなり、就農意欲の低下とともに、

農家が激減してきています。

　そのような中、私の周りには、49歳で会社

を辞め、イキイキと農業に取り組んでいる方

がいます。50歳なら農業で20年は働けるの

で、意欲的な取組みにも挑戦できます。

　市として、50歳前後の世代に就農サポー

トメニューを作成してもらえないだろうかと

思っています。豊かな社会経験から、新しい

営農スタイルを生み出してくれる気がします。

令和4年第3回定例会の日程
8月・9月

日 月 火 水 木 金 土
10月

日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 １ ２ ３

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

本会議（一般質問）

11 12 13 14 15 16 17

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

決算特別委員会

18 19 20 21 22 23 24

決算特別委員会

25 26 27 28 29 30

決算特別委員会

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

本会議
（議案審議）

予備日

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指の消毒、マスクの着用、咳エ
チケットなどを徹底していただくよう、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子はインターネット（YouTube）で生配信し、KAMONケーブルテレビで録画映像を放送しています。
また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。市議会ホームペー
ジからアクセスできますので、ご利用ください。
■本会議・委員会の傍聴、手話通訳
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。手話通訳を希望される方は、希望日の３日前までに議会事務
局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
東広島市議会 耳マーク
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■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
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■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

開業前の「道の駅西条のん太の酒蔵」（西条町）

７月15日に開業した「道の駅西条のん太の酒蔵」
　直売所では、本市のブランド認証品である東広島マイスターをはじめ、
東広島の日本酒など、市内産の農林水産物や加工品を販売しています。レ
ストラン、フードコートでは、東広島産の食材を活用した新たなメニュー
を提供しています。他にも、親子が自由に快適に安心して過ごせる道の駅
として、「こどもひろば」も整備しています。

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
に
向
け
て

　

二
年
間
続
け
て
き
た
議
会
の
コ

ロ
ナ
対
応
を
、
令
和
四
年
第
二
回

定
例
会
か
ら
元
に
戻
し
ま
し
た
。

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
も
、
座

席
数
に
応
じ
て
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
会
報
告
会

も
、
秋
ご
ろ
に
は
開
催
で
き
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
是
非
お
出

で
に
な
り
、
生
の
議
論
を
お
聞
き

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
と
い
う
こ
と
か

ら
し
て
も
、
何
ら
か
の
制
限
は
好

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
を
正
し
く
恐
れ
、
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
で

す
。
早
く
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
を

取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
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